
●昨年９月にオープンした西部近
　隣公園のトイレ外観（写真上）と
　多目的トイレ内の写真（写真下）

　災害時の避難場所としても公園の整備は進めていくべきです。八千代市は「個室があればだ

れでも使える」との考えで男女別になっていません。 また多目的トイレなどバリアフリートイレが

無いことも問題です。

　八千代市では、西部近隣公園が昨年できましたが、そこには男女別、多目的トイレもあり、「二

マイル広場」（旧八千代台東第２小学校跡地）にも男女別トイレが設置されました。

　他にも整備されているところはありますが、多くは民間委託されているところばかりです。 市が

管理している公園では、ほとんどトイレがなかったり、あっても個室だけなどのところばかりです。

　日本共産党は、公的な責任として

も市が積極的に「公園などにトイレ

の設置」を強く求めていきます。

男女別や多目的トイレの設置は必須

　高齢になると外出を躊躇する方が増えています。その理由の一つに「おトイレが近いので心配」

とあります。高齢者が引きこもらないように外出支援の一環として、市が公園などにトイレの設置

を考えて行くべきではないでしょうか。

　最近では、コンビニエンスストアなど買い物をしなくても、利用できるサービスがされていますが、

経営に行き詰まれば撤退してしまうこともあります。やはり、公的な支援としてトイレの設置は市が

責任を持つべきではないでしょうか。

高齢者からも外出しやすい支援をの声

　日本共産党市議団が５月６日に行った議会報告会では、参加者のみなさんから様々な要望が

出されましたが、「公園にトイレを」との切実な声がありました。

　公園などのトイレについては、特に「八千代台北子供の森」や「村上緑地公園」のトイレの改修

工事を要望する声は以前からあり、日本共産党は議会で改修工事を求める質問を行ってきまし

た。

　また、トイレのない公園も多いことから「公園にトイレの設置」を予算要求などで繰り返し要望し

てきました。 しかし、八千代市は全く改修工事をする考えはなく、公園にトイレを設置することさえ

考えていないようです。

「公園などにトイレを」は市民の切実な願い
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